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高山村議会議長 西原 澄夫 様 
 

高山村議会議員  勝山 正弘            
質 問 事 項 質問の趣旨 

１．高山村独自の、

飲食店など個人の起

業に対する創業支援

金制度はあるのか 
 
 

 高山村での地区別（ブロック別）アンケートで、高山村には飲食店が少な

いといった意見が多く出ていた。とくに若者向けに、起業するチャンスを与

えることは必要と思われる。長野県では、個人事業主として創業を希望する

者に「長野県ソーシャルビジネス創業支援金」制度や「スマート補助金」が

ある。村内で起業を行い、高山村のイメージアップの貢献や地域の活性化が

急務と思われる。農業従事者への支援でりんごやぶどうの果物栽培がされ、

高齢者からの事業継続で高山村のブランドを守っている。ただ、季節要因が

大きく、年間を通じての観光客への誘致やワイン以外のお土産が少ない。村

をあげての食べ物やお土産といった商品の確立が重要である。 
 
 
 
 
 
 

質問要旨と質問 
 
① 高山村独自の起業を応援する魅力的な支援制度はあるのか？      

 
② 魅力ある支援制度は人口流出を防ぎ、働ける場所の確保が見込め、移住・

定住者への支援につながるのではないか？村の見解は？ 
 

③ 食のイメージが重要で、専門家のアドバイスや、行政改革の経験ある地域

おこし協力隊員をもっと多く採用することで、新しい村のブランドを作る

ことができるのではないか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


